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中野三丁目土地区画整理事業区域内の自転車駐車場について 

 

中野三丁目土地区画整理事業区域内の自転車駐車場の整備・運営方法の検討

状況について報告する。 

 

 

１ 自転車駐車場の整備・運営方法の検討状況について 

中野三丁目に新たに設置する自転車駐車場については、拠点施設外にて整備

することとした。このため、地区計画等の各種計画で、拠点施設に自転車駐車

場を整備との記載があることから、変更手続きを行っていく。また、管理運営

手法について、別紙のとおり複数案による比較を行った結果、区としては民間

の資金と経営能力・技術力等を活用した整備・運営が総合的に優位な手法であ

ると判断する。 

一方、自転車駐車場のみの整備・運営は民間事業としての採算性が低いこと

から、多くの実績を有する事業者は公益財団法人自転車駐車場整備センター

（以下「整備センター」という。）のみとなるため、今後は整備センターと協

議・調整を行い、必要となる手続を進める。 

 

２ 今後の予定について 

年 月 自転車駐車場 

令和６年１２月 事業要請（区→整備センター） 

令和７年 ４月 整備センターとの協定締結 

７月頃 用地購入、土地貸借契約 

１２月頃 都市計画審議会（地区計画等） 

令和８年１２月頃 開設予定 

 



別紙  

 

前提条件 

(共通) 

■収容台数約 500台以上 

■敷地面積約 620㎡ 

■建ぺい率 60% 容積率 200% 

■用途地域 第一種中高層住居専用地域 

■建築基準法上の制限 

第一種中高層住居専用地域内に建築可能な建築物に該当しないため、公聴会を行い建築審査会の同意を得た上で、特定行政庁による特例許

可が必要(※第一種中高層住居専用地域における良好な住居の環境を害するおそれがないと認め、又は公益上やむを得ないと認めた場合) 

■建物想定：地上 2階 

※自転車の大型化に伴い平置きの駐輪スペースを最大限確保 

■概算整備費：約 3億円 

 

 

 

 

運営方法 Ａ案 委託 Ｂ案 指定管理 Ｃ案 民間活用 

概要 
・設計、整備：区 

・運営：委託事業者 

・設計、整備：区 

・運営：指定管理者 

・設計、整備、運営：事業者 

※区の用地を貸借契約(無償) 

利便性 

利用料の設定 条例の規定により設定 民間事業として利用料金を設定 

時間利用の有無 条例上不可 対応可能(短時間無料等の対応も可) 

定期利用料免除 可能 可能(協定等の条件による) 

交通系 ICの活用 現状不可 可能 ※但し、公募時の提案による 可能 

サービスの柔軟性 低い 比較的高い 
高い 

施設運営者の判断で対応可能 

評価 △ △ 〇 

費用面 

初期費用 整備費用 区が負担 
区と事業者で負担 

※負担割合は整備費、運営費の試算により定まる 

運営費用 

経常費用 区が負担 
指定管理者が負担 

（区は指定管理料を負担） 
事業者が負担 

歳入（利用料） 区に帰属 指定管理者に帰属 事業者に帰属 

評価 △ △ ◎ 

 


